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近世日本の城壁（大阪城）
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擁壁面の化粧目地による分節（東京都）
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擁壁面の立体的造形（新潟市）
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砂詰めコルゲート管による自立擁壁（神戸市）
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研究室案模型（製作：緒方稔泰氏）
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擁壁天端部 (竣工写真．立体2の天端面の傾斜角の段階

的変化．写真手前から２つめまでと３つめ以降，さらに８つめ

以降で異なっている．反対側の歩道上からの視認性を考慮)
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立体1と2の幅の組合わせの検討(上：2+3m, 下：

4+6m. 下の組合せだと，歩道上から立体1の天端の先端が見

える)

㊪



㊪

㊪

さ

さ さ

モ

㍇

スゝ

㊪

スゝ ぜよ

┘

ぜ ㊪ ス

❻

❻ G ㌹

┘

歩道部(竣工写真．擁壁との対比をねらい，舗装面を暖

色系の骨材をもちいた洗出し仕上げとし，歩道上のガードフェ

ンスのトップレールに華やかな色彩を採用した)
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堀割道路部俯瞰（竣工写真．横断橋梁上から）

擁壁天端と転落防止柵(竣工写真．堀割道路上から）



擁壁天端と転落防止柵(竣工写真．堀割道路外敷地か

ら)  
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擁壁(竣工写真．擁壁勾配を法尻から天端まで

一定にした通常の断面と，天端付近だけをわずかに変えた断面

の２パターンを用意して，現場対応で交互に反復させた）
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